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ない． 症例2, 12：｝，男， Z～3才頃から全身痘着替





































患者は40才p 女子p 農婦．主訴は上腹部の激痛P 日雇






















には特記すべきものはない. 'fl f 1； ：~i;J.,i／：：の診断にてP 手
術を施行す．肝臓，胆嚢，胆管，総胆管に異常を認め
ずp 大網と横行結腸間膜は癌性癒着のためp 横行結腸




















網片を拝入しp 良好なる結果を i~Jたので 2 ～ 3 の文献
的考察を加えて報告した．
ハ． 川捻1Jt司王の 2f0J 
村上病院外f
安藤卓爾
レ ＊~＇.透視で発見された慢性型の 2 例を報告．
疲例 l, 25才男 （，自動車運転 「p 1年前より上腹





例 2, 23才p 男子，少量の吐血ありレ線透視は症例l
と全く同一，現在経過観察中．
症例 Iは小網膜の炎症性癒痕が原因と考えられる
が＇ 2例とも共通的な点として2 細長型の青年で3 特





























































INA Hの併用及び局所は注射用 PASNa! 粉末撒布
にて60日後疲痕治癒した．併せて文献的考察を述べ
た．
